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☆小学校校庭の芝生は、「しばもり隊」の皆さ
んがしっかり管理されています。

芝生の上で地区民体育大会 4/26

議長　伊藤 米秋さん

「一集落一事業」を推進し、集落の交流を図り
ましょう。（自治会より助成します）NATAJIM
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平
成
27
年
４
月
16
日
、
名

田
島
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
会

議
室
に
於
い
て
、
名
田
島
自

治
会
連
合
会
の
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
構
成
員
48
名
中
47
名

（
委
任
状
提
出
者
含
む
）
の

出
席
で
成
立
宣
言
が
な
さ
れ
、

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

の
伊
藤
米
秋
会
長
が
議
長
に

就
任
し
て
、
五
議
案
全
て
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
各
部
会
を

開
催
し
、
新
年
度
事
業
を
確

認
し
ま
し
た
。

平成27年度 名田島自治会連合会総会平成27年度 名田島自治会連合会総会



所
長

　
横
　
沼
　
　
　
浩

あ
い
さ
つ

名
田
島
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

名
田
島
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
地
区
民

体
育
大
会
や
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
な
ど
の
行
事

運
営
や
名
田
島
自
治
会
連
合
会
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
団
体
の
地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援

す
る
「
地
域
担
当
」
と
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な

手
続
き
を
お
受
け
す
る
「
行
政
窓
口
」
の
二

つ
の
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

名
田
島
の
地
域
づ
く
り
の
理
念
は
、「
次
世

代
に
つ
な
が
る
田
園
都
市
の
創
造
」
で
す
。

名
田
島
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
、
自
分
た
ち
の
子
ど
も

を
こ
の
地
で
育
て
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
地
域
を
目
指
し
、
緑
の
大
地
と
地
区
民

の
き
ず
な
を
大
切
に
守
り
引
き
継
ご
う
と
い
う
、
名
田
島
ら
し
さ
が
あ
ら
わ
れ
た

す
ば
ら
し
い
理
念
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

交
流
セ
ン
タ
ー
で
働
く
私
た
ち
は
、
こ
の
理
念
実
現
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
惜
し
み
な
く
汗
を
か
け
る
存
在
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

気
軽
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
交
流
セ
ン
タ
ー
、
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
し
て
い
た

だ
け
る
交
流
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
職
員
一
同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

自
治
会
連
合
会
長
　
佐
分
利
　
　
隆

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

　
こ
の
た
び
伊
藤
前
会
長
の
後
を
受
け
て
、

図
ら
ず
も
会
長
の
任
に
当
た
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
地
区
社
協
と
協
働
で
策
定
し
た
「
第
二

次
名
田
島
地
区
協
働
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
は
、
早
く
も
三
年
目
、
折
返
し

点
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
こ
の
計
画

の
中
間
評
価
を
行
い
、
広
げ
す
ぎ
た
感
の

あ
る
大
風
呂
敷
を
畳
ん
で
い
く
方
向
で
検

討
す
る
年
と
な
り
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
始
め
た
単
位
自
治
会
の
特

色
有
る
活
動
を
支
援
す
る
「
一
集
落
一
事

業
」
は
二
年
目
に
入
り
、
全
集
落
に
参
加

い
た
だ
け
る
方
向
で
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化

は
、
昨
年
六
月
の
植
え
付
け
作
業
で
名
田

島
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
力
強
さ
を

地
区
内
外
に
示
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
し

ば
も
り
隊
員
の
尽
力
に
よ
り
青
々
と
繁
茂

す
る
こ
と
で
、
名
田
島
地
区
の
底
力
を
示

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
出
来
る
だ
け
沢
山
の
方
に
連

合
会
活
動
に
参
画
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

気
づ
き
の
点
や
ご
要
望
、
地
域
振
興
や
情

報
発
信
の
ア
イ
デ
ィ
ア
等
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
遠
慮
な
く
お
申
し
出
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

27年度新役員のみなさん
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品
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吉
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新
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光
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新
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秋
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安
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新
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藤
井
　
政
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昭
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山
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浩
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山
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薫
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河
村
　
泰
男

平成27年度集落自治会長紹介

雨の日も風の日も見守ってくださって
ありがとうございます

名田島みまもり隊
（山口市交通安全対策協議会功労者表彰）（山口市交通安全対策協議会功労者表彰）

日々の努力の積み重ねに感謝
「地域の力」・安全を！

名田島地区防犯対策協議会
（山口県防犯連合会功労団体表彰）（山口県防犯連合会功労団体表彰）

交流センターのみなさん交流センターのみなさん
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平
成
26
年
度　

　
一
集
落
一
事
業

　
　
　
　
の
成
果

物作り交流会（島上）物作り交流会（島上）

孫達といっしょに楽しんだよ孫達といっしょに楽しんだよ 昔を思い出し皆さん真剣昔を思い出し皆さん真剣 いつの時代も祭りはいいねいつの時代も祭りはいいね

見通しも良くなり 交通安全に貢献見通しも良くなり 交通安全に貢献きれいに咲いたよきれいに咲いたよ

今年も元気に お参り出来たね今年も元気に お参り出来たね 代々引き継いでいこうね代々引き継いでいこうね 昔からの伝統守っていこうね昔からの伝統守っていこうね

新春かるた大会（向山下）新春かるた大会（向山下）

バラによる集落環境美化（東開作）バラによる集落環境美化（東開作） 椹野川堤防の環境美化（西開作下）椹野川堤防の環境美化（西開作下）

夏 祭 り（新開作沖）夏 祭 り（新開作沖）

伝統行事の継承（新開作東）伝統行事の継承（新開作東） 集落行事の伝承（新開作西）集落行事の伝承（新開作西） 地域事業支援事業（西開作上）地域事業支援事業（西開作上）

みんなの力が引き寄せた

～名田島全体で837人参加ありがとうございました～

みんなの力が引き寄せた

～名田島全体で837人参加ありがとうございました～

チャレンジデー2015 初勝利！チャレンジデー2015 初勝利！

暑かったけど新しい発見あったよ暑かったけど新しい発見あったよ

新
開
作
・
昭
和
を

巡
り
ま
し
た

全集落参加のラジオ体操
（324人）

全集落参加のラジオ体操
（324人）

おいしい空気をたくさん吸いましたおいしい空気をたくさん吸いました

ふるさと探訪ウォーキング
（50人）

ふるさと探訪ウォーキング
（50人）

5／27
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名田島地区にも多くの「技」の持ち主が
いらっしゃいますので紹介します。

ミツバチとともに

渡邊紀明さん（向山下）
のりあき

栄養満点！ヘルシーケーキ
河村 悦子さん（西開作下）

20数年前に婦人会のシフォンケーキ作りに参加し、とても美味し
く出来たので、「私でもケーキが作れるんだ」とビックリしました。
それからは、ケーキを作る楽しさ、食べてもらう喜びを感じてい

ます。
県産小麦粉と自家野菜を使ったお菓子でお茶しながら、「もう少

しこうしたら？」、「こんなケーキは？」、「こんなお菓子作ったの
よ」とか、色々なことをおしゃべり出来る仲間に助けられています。
今回のツール・ド・山口湾では、「名田島ケーキ」として提供し、

おもてなしが出来ました。
出発点である講習会で親切にポイントを教えて下さっ
た先輩に感謝の気持ちでいっぱいです。
多くの事柄を教えて下さる先輩や仲間のおかげです。

大学でのミツバチ研究会への入会、北海道での養蜂実習以来40年
余、蜜蜂と共にあります。
毎日1,000～1,500個の卵を産み続ける女王蜂と数万匹の働き蜂、そ
して少数の雄蜂とで構成されている蜜蜂の群れは、一匹だけでは決
して生きていくことができず、数万匹の群れ全体が一つの生命のよ
うなものです。
蜜蜂の集団生活、役割分担、生態は不思議がいっぱいです…
養蜂家の減少や一部農薬の影響が疑われる「蜂群崩壊症候群」な
どにより蜜蜂が少なくなり寂しい限りです。
いつまでもミツバチとともにと思っています。

巣
内
の
確
認
作
業

渡
邊
ミ
ニ
蜂
場

渡
邊
ミ
ニ
蜂
場

分
蜂
群
の
収
容

年

内
の

作
業

内
の
確
認
作
業

分
蜂
群
の
収
容

分
蜂
群
の
収
容

えつ こ

人参寒天人参寒天 名田島ケーキ名田島ケーキ
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した環境配慮製品です。


